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１月末新型コロナウイルス感染拡大による、まん延防止措置

が、発令され市内小中学校のグランド開放が、当面禁止となり

ました。さらに、３月６日まで延長となり、活動制限や大会の

延期が相次いでいます。ひとり一人の感染対策、予防の徹底を

お願い致します。

新型コロナウイルス感染対策

まん延防止措置発令、継続中

【中止となった大会】

・第21回トーホー・サザンカップ（４種）

【延期となった大会】

・１年生大会（中学） 日程未定

・協会長杯５年・３年大会（４種）⇒3/26.27 5年は、

第40回グリーンカップ兼協会長杯、3年は同日に協会長

杯へ

このような状況下におきまして、各チーム

のご協力により1月30日に無事、1部2部

リーグ戦全日程を終了することができました。

関係者の皆様におかれましては多大なる感謝

を申し上げます。

1部は2年連続無敗での優勝となりました、

FC今宿ロイヤル。

最下位のFC赤羽根が2部降格となります。

2部は復活を果たした鶴嶺FCが優勝し、来

期の1部昇格が決定しました。

・入替戦結果

レルム（1部6位）5‐０ 茅ヶ崎市役所（2

部3位）

パプリカFC（1部7位）2‐２ ウェスト

ショアーズ（2部2位）

となり、各チームの残留が決まりました。

（一般委員会委員長 小幡 美樹志）

【2022年度リーグ】

1部リーグ

FC今宿ロイヤル、松浪SCG、テキーロ

茅ヶ崎、HOB、FC504シニア、レルム、パ

プリカFC、鶴嶺FC（昇格）

2部リーグ

ウェストショアーズ、茅ヶ崎市役所、ASC、

ククルカンFC、エスポルチ、FC赤羽根（降

格）

2021年度 一般 1部・2部

リーグ戦全日程終了

優勝

1部：FC今宿ロイヤル

2部：鶴嶺FC

1部優勝：FC今宿ロイヤル
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日産CUP争奪第４８回

神奈川県少年少女サッカー選手権

中央大会

低学年の部：鶴嶺FC ベスト８！

日産CUP争奪第４８回神奈川県少年

少女サッカー選手権中央大会が、1月末

から2月13日まで行われ、茅ヶ崎から

は予選トーナメントを勝ち抜いた高学年、

低学年の部に3チームが、出場した。

高学年の部FC50.4は、同点からのPK

負け、低学年の部、FC東海岸は、終了

間際に点を入れられてと、いずれも惜

敗・・。

低学年の部出場の、もう1チーム鶴嶺

FCは、藤沢市のゴールデンに7-2と快

勝。準決勝進出を果たしたが、ダビデに

0-0（PK3-1）と敗退しました。

しかし、この年代での経験が、市内で

の活躍、2年後の高学年の部での飛躍に

期待が膨らむ。

【低学年の部】

FC東海岸 1回戦 0-1 SCHFC

鶴嶺FC 1回戦 不戦勝 サンキッズ

2回戦 7-2 ゴールデン

準決勝 0-0（PK1-3）ダビデ

FC50.4（高学年）

FC東海岸（低学年） 惜敗

新型コロナウイルスの感染が確認された人が世界全体で4億人を超えたことがアメリカのジョンズ・

ホプキンス大学のまとめで分かったと報道されました。

変異ウイルス、オミクロン株の感染拡大に歯止めがかからない中、日本も感染者数が増加し、３月６

日までまん延防止措置が延長された。まだまだ、収束が見えない状況である。皆さんも感染対策など

日々の予防に努めて下さい。

▲2022年北京オリンピック（冬季）が、２月4日から2月20日までの17日間開催された。１年延期

された、昨年８月の東京2020オリンピックから半年後の開催で、夏季、冬季と感動の場面を多く見ら

れた事は、非常に得をした気分である。

フィギュアスケートの羽生結弦選手が、世界初の成功を目指す4回転半に挑戦。着氷できずに転倒し

たものの、オリンピック史上初めてとなり、感動と称賛を呼んだ。

▲サッカー界にも・・ＪＦＬ鈴鹿ポイントゲッターズに、キング・カズこと横浜ＦＣの元日本代表ＦＷ

三浦知良選手が、期限付き移籍で加入した。移籍先の条件として、近い将来の目標があるところ、来季

はＪ３参入争い出来、カテゴリーを下げ出場機会を得ることに挑戦すると・・。

▲「トライ」は新しいことに対してうまくいくか試してみること。「挑戦」は、常に高レベルのものご

とに挑むことで、確たる決意が必要である。2人のチャレンジ精神に敬意を表したい。

今まで何度か挑戦してきた事は、トライだったのかと思えてきた・・。

日産カップはたくさんの強ごうチームがいて最初は、ぼく達は

ついていけるか不安でした。でも、試合を積み重ねるごとに選手

一人一人の成長とチームの成長があり、目標にしていた中央大会

に出場することができました。中央大会でも一人一人が集中して

チーム一丸となって戦いました。

ベスト8で敗れたけれど、今もっている力を出してやりきりま

した。 高学年の日産カップではさらに上位にいけるように、こ

れからも頑張ります。

鶴嶺FC4年 中田 岳（なかた がく）

「ひとり一人とチームの成長で勝利！」

【高学年の部】

FC50.4 1回戦 2-2（PK2-3） 原FC
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